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新
型
コ
ロ
ナ
発
生
が

盛
岡
市
内
の
飲
食
店
で

ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
し
、

市
内
で
の
飲
食
を
控
え
、

一
年
以
上
も
メ
ー
ル
・

電
話
で
の
連
絡
で
し
た

が
、
６
月
７
日
コ
ロ
ナ

対
策
を
し
て
い
る
八
幡

平
ハ
イ
ツ
で
岩
手
地
本

職
場
集
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

参
加
者
は
、
３
人
で

し
た
が
ホ
テ
ル
側
は
が

用
意
し
て
く
れ
た
部
屋

は

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
し
て
広
い
。
。

話
題
に
な
っ
た
の
は
、

コ
ロ
ナ
対
策
は
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
は
各
自
で
申

し
込
ん
で
自
分
の
時
間

で
接
種
。
職
場
の
仲
間

を
信
じ
て
い
る
が
不
安

だ
。定

年
延
長
に
つ
い
て

仙
台
の
森
さ
ん
か
ら
電

話
が
あ
り
新
し
い
情
報

を
手
に
入
れ
て
上
司
と

懇
談
、
自
分
の
考
え
を
、

上
司
に
伝
え
今
の
仕
事

を
す
る
こ
と
に
し
た
。

組
合
の
大
切
さ
を
再
確

認
し
た
。

入
換
運
転
手
が
、
体

調
を
崩
し
て
入
院
し
て

い
る
方
が
い
る
。
新
し

い
方
が
来
て
く
れ
る
が
、

職
場
の
環
境
を
良
く
し

て
ほ
し
い
。

組
織
拡
大
は
難
し
い

問
題
で
あ
る
が
、
暫
く

外
出
し
て
の
飲
み
は
し

て
い
な
か
っ
た
の
で
ゆ
っ

た
り
と
し
た
美
味
し
い

酒
を
味
わ
い
ま
し
た
。

帰
り
は
、
地
域
振
興

券
で
お
土
産
を
買
い
解

散
で
し
た
。
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Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
、
職
場
接
種
を
６
月
21
日
よ
り
、
乗
務
員
と
そ
の
管
理
者
、
輸
送
に
従
事
す
る
人
な
ど
、
本

社
通
達
を
出
し
て
、
各
支
社
で
人
選
し
、
仙
台
と
東
京
の
２
か
所
で
、
実
施
し
て
い
ま
す
。
各
職
場
で
１
人

程
度
、
１
日
の
接
種
人
数
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

小
規
模
の
よ
う
で
す
。
ワ
ク
チ
ン
は
モ
デ
ル
ナ

・
接
種
の
時
間
は
、
原
則
と
し
て
勤
務
時
間
以
外
（
自
分
の
時
間
）
、
日
勤
者
等
で
勤
務
時
間
以
外
に
接
種

で
き
な
い
場
合
は
必
要
な
時
間
に
つ
い
て
勤
務
を
免
除
す
る
。

・
尚
、
接
種
後
７
日
以
内
に
副
反
応
（
発
熱
や
倦
怠
感
）
が
あ
り
、
必
要
な
労
務
提
供
が
で
き
な
い
場
合
は
、

１
日
に
限
り
勤
務
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
知
ら
せ

条
改
憲
Ｎ
Ｏ
!

政
治
の
私
物
化
許
さ
な
い
！

憲
法
を
い
か
し
た
政
治
を
！

７
・
19
盛

岡

夕
方

デ

モ

日

時

７
月
19
日
（
月
）

17
時
40
分
集
合

17
時
50
分

デ
モ
ス
タ
ー
ト

集

合

場

所

岩
手
県
庁
向
か
い
内
丸
緑
地

●

マ
ス
ク
着
用
、
２
ｍ
間
隔
で
、
プ
ラ
カ
ー
ド
や
の
ぼ
り
等
歓
迎
！

被
爆
者
と
と
も
に
、
核
兵
器
の
な
い
平
和
で
公
正
な
世
界
を
人
類
と
地
球
の
未
来
の
た
め
に

原
水
爆
禁
止
２
０
２
１
年
世
界
大
会

オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
形
式
）

国
際
会
議

８
月
２
日
（
月
）

世
界
大
会
ー
ヒ
ロ
シ
マ
デ
ー
集
会

８
月
６
日
（
金
）
世
界
大
会
ー
ナ
ガ
サ
キ
デ
ー
集
会

８
月
９
日
（
月
）

原
爆
と
人
間
パ
ネ
ル
展

入
場
無
料

あ
の
悲
劇
を
繰
り
返
す
な
！
核
兵
器
の
な
い
世
界
を
！

２
０
２
１
年
８
月
９
日
（
月
）
～
11
日
（
水
）
９
時
～
17
時

場
所

北
上
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

さ
く
ら
ホ
ー
ル
、
小
ホ
ー
ル

「

タ
ン
ク
が
満
杯
に
な
る
」

燃
料
デ
ブ
リ
８
０
０
ト
ン

具
体
策
こ
れ
か
ら

政
府
・
東
電
は
タ
ン
ク
の

設
置
場
所
が
足
り
な
い
、
２

２
年
秋
ご
ろ
に
は
タ
ン
ク
が

満
杯
に
な
る
か
ら
、
放
出
は

や
む
を
得
な
い
と
い
っ
て
い

ま
す
。

高
橋

タ
ン
ク
の
置
き
場

が
満
杯
に
な
る
か
ら
と
、
そ

こ
だ
け
が
強
調
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

や
東
電
は
国
会
で
、
炉
心
溶

融
で
溶
け
落
ち
た
燃
料
デ
ブ

リ
な
ど
の
一
時
保
管
施
設
や

廃
棄
物
の
保
管
施
設
を
建
設

す
る
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
が
必

要
だ
と
い
う
の
で
す
。
そ
の

た
め
の
ス
ペ
ー
ス
を
空
け
る

こ
と
が
大
き
な
理
由
で
す
。

で
も
、
総
量
８
０
０
ト
ン
程

度
と
い
わ
れ
る
燃
料
デ
ブ
リ

は
極
め
て
高
線
量
で
、
取
り

出
し
が
で
き
る
の
か
わ
か
っ

て
い
ま
せ
ん
。
い
っ
た
い
取

り
出
し
た
後
の
置
き
場
所
な

ど
つ
く
れ
る
の
か
と
東
電
に

聞
く
と
、
「
具
体
的
な
検
討

は
こ
れ
か
ら
」
と
い
う
こ
と

で
す
。

結
局
、
こ
れ
ま
で
の
政
府
・

東
電
の
議
論
は
「
放
出
あ
り

き
」
で
説
得
し
よ
う
と
し
て
、

漁
業
関
係
者
を
は
じ
め
国
民

の
納
得
を
得
ら
れ
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
ト
リ
チ
ウ
ム
は
国
内

外
の
原
発
か
ら
も
放
出
さ
れ

て
い
る
と
強
調
し
て
い
ま
す

が
、
そ
も
そ
も
ト
リ
チ
ウ
ム

の
総
量
規
制
が
な
く
、
原
発

ご
と
に
基
準
が
違
う
こ
と
や
、

「
京
」
単
位
の
ト
リ
チ
ウ
ム

を
放
出
す
る
再
処
理
工
場
に

は
基
準
さ
え
な
い
こ
と
を
指

摘
し
て
き
ま
し
た
。

事
故
を
起
こ
し
た
原
子
炉

を
通
っ
た
汚
染
水
に
は
ト
リ

チ
ウ
ム
以
外
に
62
種
の
放
射

性
物
質
が
あ
り
、
ト
リ
チ
ウ

ム
の
濃
度
や
組
成
は
タ
ン
ク

に
よ
っ
て
均
一
で
は
な
く
、

通
常
の
原
発
の
も
の
と
は
同

一
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在

タ
ン
ク
約
１
０
０
０
基
の
７

割
に
未
処
理
の
ま
ま
残
っ
て

い
る
ト
リ
チ
ウ
ム
以
外
の
放

射
性
物
質
は
２
次
処
理
し
て

基
準
を
下
回
る
よ
う
に
す
る

と
い
っ
て
い
ま
す
。
以
上
の

こ
と
か
ら
海
洋
に
放
出
す
る

の
は
「
汚
染
水
」
で
は
な
い

と
政
府
は
言
い
逃
れ
し
て
い

ま
す
が
、
最
後
ま
で
監
視
す

る
必
要
が
あ
る
の
は
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

流
さ
ぬ
立
場
で
知
見
集
め
て

―
問
題
の
解
決
に
は
ど
う

す
れ
ば
い
い
で
す
か
。

高
橋

何
よ
り
海
に
流
さ

な
い
立
場
に
立
っ
て
、
科
学

的
知
見
を
集
め
て
対
応
す
る

こ
と
で
、
新
た
な
道
も
決
ま

る
と
思
い
ま
す
。
４
０
年
の

間
に
タ
ン
ク
も
建
て
替
え
な

く
て
は
い
け
な
い
こ
と
も
あ

る
で
し
ょ
う
。
そ
の
際
に
大

型
の
タ
ン
ク
に
す
る
と
か
。

ト
リ
チ
ウ
ム
の
分
離
技
術
の

開
発
な
ど
も
時
間
を
か
け
ら

れ
ま
す
。

国
会
で
は
漁
民
の
声
を
代

弁
し
て
い
ま
し
た
。

高
橋

２
月
に
宮
城
県
に

近
い
新
地
町
沖
で
ク
ロ
ソ
イ

と
い
う
魚
か
ら
国
基
準
の
５

倍
の
セ
シ
ウ
ム
が
見
つ
か
り
、

驚
き
ま
し
た
。
事
故
か
ら
１

０
年
に
も
な
る
の
に
。
福
島

県
の
漁
師
は
原
因
を
突
き
止

め
て
ほ
し
い
と
言
っ
て
い
ま

す
。
被
害
の
実
態
が
正
確
に

知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

菅
義
偉
首
相
は
、
福
島
の

復
興
な
く
し
て
日
本
の
復
興

な
し
と
い
い
ま
す
。
私
は
国

会
で
、
漁
師
を
し
た
い
と
い

う
息
子
の
い
る
漁
師
の
言
葉

を
伝
え
、
「
若
い
人
た
ち
が

引
き
継
い
で
い
け
な
け
れ
ば
、

復
興
な
ん
て
あ
り
え
な
い
。

若
い
人
に
漁
師
を
続
け
て
も

よ
い
と
言
え
ま
す
か
」
と
求

め
た
の
に
、
首
相
か
ら
答
え

は
最
後
ま
で
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
船
を
出
し
て
こ
そ
漁

師
で
す
。
賠
償
で
は
後
継
ぎ

は
で
き
ま
せ
ん
。
政
治
の
転

換
を
強
く
思
い
ま
す
。

共
産
党

高
橋
千
鶴
子
参
議
院
議
員

原発ゼロNO 12２
原 発

汚染水の海洋放出方針を決定 （３）

腸が脳を
コントールする

物忘れ、うつ、発達障害とも関連

脳がストレスを感じると、腸に影響し

腹痛や下痢などの消化器系症状が現れることが

知られています。

逆に、腸は脳の健康に大きく左右していること

がわかりました。

ビフィズス菌などの善玉菌の摂取で腸内環境が

改善すると脳が反応して認知機能も改善するこ

とが科学的に証明されたのです。

子どもの発達障害、うつ、物忘れなども腸を改

善することで軽快したことが報告されています。

新たにわかった腸の重要性と腸を元気にする食

材や食事について紹介します。

１.肉をとりすぎない

２.たんぱく質は 魚と大豆製品を中心に

肉類の脂肪は、腸の炎症や肥満に関与する悪

玉菌を増やしも反対に魚油は肥満の予防にな

り関与する腸内細菌と乳酸菌を増やす。

３.たんぱく質は 消化しやすくして食べる

▶ 細かくなるまでよく噛んで食べる

▶ 塩麹やしょうゆ麹に一晩漬ける

４.オリゴ糖をとる

オリゴ糖は善玉菌のエサになる

▶ オリゴ糖が多い食品

ゴボウ・タマネギ・納豆・アスパラガス・

ニンニク・バナナなど

５.植物繊維は 多様な食材から

▶ 植物繊維には多様な種類があり、さまざま

な食材から摂取することで、より効果が得

られる。穀類・豆類・芋類・野菜・果物・

海藻類・きのこ類などからまんべんなくと

る。

６.オリーブオイルをとる

オリーブオイルに含まれるオレイン酸が腸を

刺激し、排便を促します

一日に大さじ１～２を目安にサラダ炒めもの

７.植物性の発酵食品を毎日とる

しょうゆ、納豆、糖漬け、麹など伝統的な発

酵食品は、植物性の有用菌が多く含まれていま

す。

食べもの通信 ７月号より

人間が健康に生きて行く為に１５３

新
型
コ
ロ
ナ
の
賢
い
感
染
予
防
法

対
策
に
石
鹸
と
ア
ル
コ
ー
ル
で
十
分

再
確
認
の
た
め
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感

染
予
防
法
を
ま
と
め
ま
し
た
。

手
指
の
消
毒

◇
せ
っ
け
ん
で
10
秒
も
み
洗
い
、
15
秒
す
す

ぐ
。
手
洗
い
は
こ
ま
め
に
す
る
。

◇
一
般
的
な
ハ
ン
ド
ソ
ー
プ
に
は
香
料
、
色

素
な
ど
多
く
の
添
加
物
が
使
わ
れ
て
い
る
の

で
、
固
形
タ
イ
プ
で
添
加
物
を
含
ま
な
い
も

の
が
望
ま
し
い
。

物
品
の
消
毒

◇
食
器
や
箸
な
ど
は
、
80
度
以
上
の
熱
湯
に

10
分
浸
け
て
消
毒
。
テ
ー
ブ
ル
や
ド
ア
ノ
ブ

な
ど
は
ア
ル
コ
ー
ル
（
エ
タ
ノ
ー
ル
）
濃
度

60
～
90
％
の
も
の
、
又
は
せ
っ
け
ん
液
で
ふ

き
取
る
。

◇
せ
っ
け
ん
、
ア
ル
コ
ー
ル
以
外
の
消
毒
剤

を
使
用
す
る
場
合
は
、
成
分
を
確
認
し
、

過
剰
使
用
を
避
け
る
。

◇
物
品
に
対
す
る
消
毒
液
は
手
指
消
毒
に
は

使
用
し
な
い
。

空
間
の
対
策

◇
薬
剤
の
空
間
噴
霧
は
し
な
い
。
コ
ロ
ナ
を

無
毒
化
す
る
薬
剤
は
人
に
も
害
が
あ
る
。
と

く
に
人
の
い
る
場
所
で
は
絶
対
に
噴
霧
し
て

は
な
ら
な
い
。
家
の
窓
な
ど
２
方
向
（
対
角

線
）
で
１
時
間
に
２
～
３
回
こ
ま
め
に
換
気
。

免
疫
力
の
向
上

◇
十
分
な
睡
眠
、
適
度
な
運
動
、
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
食
事
で
免
疫
力
ア
ッ
プ
。

八
幡
平
で

組
織
勉
強
会
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６
月
12
日
、
斎
藤
潤
・

日
出
欣
一
さ
ん
と
一
年

振
り
の
焼
石
岳
に
行
っ

て
来
ま
し
た
。

昨
年
は
６
時
ヒ
メ
カ

ユ
集
合
で
中
沼
コ
ー
ス

の
駐
車
場
が
満
車
で
、

つ
ぶ
沼
か
ら
登
山
、
10

時
間
も
歩
き
疲
れ
ま
し

た
の
で
、
今
年
は
30
分

早
め
の
集
合
で
し
た
が
、

50
台
駐
車
で
き
る
駐
車

場
は
満
車
、
今
年
も
花

を
求
め
て
の
登
山
者
が

多
い
。
近
く
の
土
肩
に

誘
導
さ
れ
ま
し
た
。

栗
駒
国
定
公
園
の
北

の
一
角
を
占
め
、
１
０

０
０
ｍ
級
の
山
々
が
連

な
る
焼
石
連
峰
。
遅
い

雪
解
け
の
始
ま
る
６
月

頃
か
ら
多
く
の
高
山
植

物
が
次
々
と
花
を
咲
か

せ
る
。
こ
と
に
山
頂
直

下
の
姥
石
平
は
、
貴
重

な
湿
性
植
物
の
あ
る
お

花
畑
と
し
て
有
名
で
花

の
１
０
０
名
山
で
す
。

渓
谷
や
湖
沼
、
な
ど
様
々

な
景
色
を
楽
し
め
ま
す

し
、
生
育
す
る
高
山
植

物
は
３
０
０
以
上
と
い

わ
れ
て
お
り
、
植
生
も

多
彩
で
す
。

中
沼
登
山
口
か
ら
、

カ
ラ
マ
ツ
林
の
急
坂
を

登
る
と
ブ
ナ

林
に
囲
ま
れ

た
中
沼
に
出

る
。
朝
は
ガ
ス
が
か
か

り
景
色
は
見
え
な
い
。

上
沼
近
辺
は
コ
バ
イ

ケ
イ
ソ
ウ
。
木
道
の
脇

に
は
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
が

咲
き
、
黄
色
い
リ
ュ
ウ

キ
ン
カ
が
彩
り
を
添
え

て
い
る
。
山
道
に
は
残

雪
が
残
り
、
雪
が
消
え

た
と
こ
ろ
に
は
ま
だ
小

ぶ
り
な
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ

が
咲
い
て
い
た
。

沢
沿
い
の
登
り
か
ら

ブ
ナ
林
を
抜
け
、
湿
原

の
木
道
を
行
く
と
、
つ

ぶ
沼
コ
ー
ス
と
合
流
今

年
も
雪
渓
を
登
る
。

さ
ら
に
30
分
ほ
ど
で
、

岩
の
間
か
ら
冷
た
い
水

が
湧
く
銀
名
水
に
着
く
。

こ
こ
か
ら
何
箇
所
か

残
雪
が
有
っ
た
が
今
年

は
雪
の
量
が
少
な
い
。

登
山
道
の
道
脇
に
は
、

チ
ン
グ
ル
マ
や
イ
ワ
カ

ガ
ミ
・
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ

な
ど
が
咲
い
て
い
る
。

ミ
ヤ
マ
ナ
ラ
や
ミ
ネ
ザ

ク
ラ
な
ど
の
低
木
帯
を

登
り
、
横
岳
、
焼
石
岳
、

東
焼
石
岳
に
囲
ま
れ
た

台
地
状
の
姥
石
平
に
出

る
。姥

石
平
付
近
は
ハ
ク

サ
ン
イ
チ
ゲ
の
お
花
畑

で
、
東
焼
石
岳
に
向
か

う
と
斜
面
一
面
に

ハ
ク
サ
ン
イ
チ
ゲ

が
咲
き
乱
れ
、
白

い
花
の
中
に
ミ
ヤ

マ
シ
オ
ガ
マ
と
ユ

キ
ワ
リ
コ
ザ
ク
ラ

の
ピ
ン
ク
色
が
目

立
つ
。

ヒ
ナ
ザ
ク
ラ
や

ハ
ク
サ
ン
イ
チ
ゲ

の
咲
く
お
花
畑
を

今
年
も
楽
し
ん
だ
。

２
０
１
２
年
夏
季
一
時
金
Ｊ
Ｒ
各
社
回
答
状
況

◆
人
の
流
れ
が
増
す

と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
は
拡
が
る
。

結
果
、
死
者
も
増
え

る
。
だ
か
ら
、
感
染

症
か
ら
命
を
守
る
た

め
に
は
人
流
を
極
力

抑
え
る
こ
と
。
東
京

五
輪
は
無
観
客
で
開

催
し
て
も
人
流
が
必

ず
増
え
、
当
然
に
死

者
も
増
え
る
。
❘
以

上
は
小
生
の
ぼ
ん
く

ら
頭
で
も
分
か
る
。

◆
政
府
な
ど
５
者
は
、

上
限
を
設
け
「
有
観

客
」
で
東
京
五
輪
を

開
催
す
る
と
決
め
た
。

設
定
基
準
で
観
客
を

入
れ
る
と
、
期
間
中

だ
け
で
大
会
関
係
者

を
合
わ
せ
約
３
０
０

万
人
が
移
動
す
る
と

い
う
。
死
者
は
さ
ら

に
増
え
る
だ
ろ
う
。

◆
そ
れ
で
も
な
ぜ
五

輪
を
行
う
の
か
。
Ｉ

Ｏ
Ｃ
五
輪
貴
族
が
、

す
で
に
用
意
さ
れ
て

い
る
一
泊
54
万
円
の

ス
イ
ー
ト
ル
ー
ム
を

使
い
た
い
た
め
か
。

組
織
委
員
会
が
選
手

村
の
選
手
に
用
意
し

た
16
万
個
の
無
料
コ

ン
ド
ー
ム
と
関
係
あ

る
の
か
。
人
気
ガ
タ

落
ち
の
菅
政
権
が
五

輪
で
支
持
率
を
あ
げ

て
総
選
挙
を
行
い
た

い
か
ら
か
・
・
・
な

ど
な
ど
疑
問
の
種
は

数
多
い
。
ぼ
ん
く
ら

頭
で
考
え
て
も
分
か

ら
ず
、
怒
り
が
沸
い

て
く
る
。

◆
平
和
の
祭
典
と
い

わ
れ
る
五
輪
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
と
い
う
武

器
で
殺
人
を
行
う
よ

う
な
も
の
だ
。
そ
の

よ
う
な
五
輪
は
五
輪

終
（
ご
臨
終
）
さ
せ

る
べ
き
だ
。

７
月
の
た
わ
ご
と

「
感
染
力
実
証
実
験
五
輪
」

細
川
忠
雄

百
花
繚
乱
の
焼
石
岳
登
山

須
藤
清
成

ユキワリコザクラ

ミヤマシオガマとハクサンイチゲと焼石

ミヤマシオガマの白

コバイケイソウハクサンイチゲのお花畑

会社名 回答日 支払い月数 平均支払額 支払日 昨年夏 昨年冬 備考欄

北海道 ６/２１ １．６０ 410,748 ７/２ １．７９ １．７７
基賃金256,718円

社員数6,330人

東日本 ６/１０ ２．００ 661,600 ６/２９
２．４０

+5000円
２．２０

基賃金330,797円

社員数49,000人

東 海 ３/１８ ２．２０ 715,440 ６/３０ ２．９５ ２．２０
３５歳ポイント

基賃金256,718円

西日本 ４/９
１．３０

＋３万円

402,619

＋３万円
２/２９ ２．６９ １．５０

基賃金309,707円

（春闘痔）

四 国 ４/９ １．６１ 397,968 ７/２ ２．２９ １．７５ 春闘時回答

九 州 ６/８ １．２５ ２．４８ １．２０

貨 物 ６/１７ １．７７ 491,991 ７/16 １．７５ １．６０
基賃金277,961円

社員数 5,453人

リニア建設より大井川の「命の水」を守る
静岡県知事選・川勝平太知事が勝利！

リニア中央新幹線について鉄道本部は「リニアの必要性」

や「環境破壊」など、様々な問題があることから建設に

反対してきました。現在、建設工事をめぐっては、静岡

県・川勝平太知事が「リニア工事による大井川の流量減

少」を問題としたことから工事がストップ。昨年7月には

リニアを所管する国土交通省の次官が県知事に直接、準

備工事の着工を認めるよう提案したものの決裂しています。

こうした中で、6月20日を投票日とする静岡県知事選が行われました。リニア問題など県政

運営をたびたび批判してきた自民党は、川勝氏の対立候補としてリニア事業を所管する国土

交通省副大臣の岩井茂樹氏（自民党参院議員）を擁立しました。知事選最中の6月、静岡新聞

社が「知事に最も力を入れてほしい政策・課題」について電話世論調査を行った結果、第1位

が「コロナ対策」（28．8％）、第2位に「「リニア中央新幹線の水問題」(20.1%)、以下、

「防災対策」、「医療・福祉」の回答となっており、静岡県民のリニア問題に対する注目度

の高さを示しました。

選挙戦を通じ、岩井氏はリニア問題を「争点」にすることを避けたのに対し、川島氏はリ

ニア中央新幹線建設について「水の問題は地球全体の問題、南アルプス・大井川の水を守れ

るのか託されている。水量減少を許さず流

域62万人の『命の水』を守る。しっかりと

解決、道筋を付ける」、「徹底的に科学的、

工学的議論をする」とのべ、静岡工区の早

期着工を認めない姿勢を示しました。結果

は現職の川勝氏が95万7239票を獲得し、岩

井氏に33万票余の大差を付け4期目の当選

を果たしました。川勝知事の再選は、リニ

ア問題に対する民意を明らかにし、大井川

を守ろうとする県民の勝利です。また、リ

ニア計画の中止・見直しを求める私たちの

運動にも勇気を与えてくれました。

（東海鉄道本部ニュース№92参照）

い
の
旬
蛙
の
独
り
言
24

コ
ロ
ナ
そ
ん
な
に
こ
わ
い
の
か

コ
ロ
ナ

コ
ロ
ナ
と
騒
い
で
い
る
が

コ
ロ
ナ
が
出
て
い
る
の
は
ご
く
一
部

県
内
分
布
を
み
て
み
れ
ば

東
京
に
近
い
と
こ
ば
か
り

し
か
も
特
定
の
機
関
や
施
設

罹
っ
て
も
ほ
と
ん
ど
死
な
ず
に

何
日
か
す
れ
ば
治
っ
て
し
ま
う

検
査
・
調
査
を
き
ち
ん
と
や
れ
ば

発
生
個
所
も
経
路
も
わ
か
る

そ
れ
を
や
ら
ず
に
ワ
ク
チ
ン
押
し
付
け

何
年
も
か
か
る
開
発
期
間
を

無
視
し
て
市
民
を
モ
ル
モ
ッ
ト
代
わ
り
に

製
薬
企
業
・
政
府
・
マ
ス
コ
ミ
の
罪
は
深
い

井
上

駿


